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プレゼンテーションのノート
★このほか，他分野入学者のフォローシステムとして，導入講義と呼ばれる入門科目を設けており，これにより専門科目を修得するのに必要な基礎知識を補った後，基幹講義・専門講義，先端講義科目へと段階を踏んで専門知識を身に付けていきます。

さらに，専門科目ではあまり扱うことのない教養的内容を修得するための共通科目及び，英語能力向上のためのプログラムも実施しています。
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